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メールアドレスの入力に誤りがあった可能性があります。この場合、ログイン ID を取得す

る手段がありませんので、お手数ですが建築確認事務所(TEL：0952-97-5610)までお問い合

わせください。 
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作成した確認申請などのデータをすべて削除すれば、自動的に物件も削除されます。 

ただし、一度でも申請操作を行ったデータは削除ができません。 

①［非表示］を押した場合、又は②［最終処理日］が１年を超えた場合に、物件一覧に

表示されなくなります。①の場合、［物件検索］をクリックして「非表示物件のみ」にチ

ェックを入れて検索、②の場合、［物件検索］をクリックして「最終処理日」を１年以上

前に設定して検索することで、再度表示されます。

外字には対応していませんので、パソコンで入力できる代替漢字を使ってください。 
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申請様式各項目の入力 

 
メインメニューへの移動とログアウト 

 
申請様式の各面への移動 

 
入出力処理 

 
入力チェック結果と 

当機関との連絡履歴

を表示 
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表エリアで選択したデータを元の入力画

面に反映します。 

登録済みのデータが表示

されます。 

表エリアで選択した項目

の詳細が表示され、ここ

で編集できます。 

マスターへの追加方法を選択します。 

新規作成：この画面で１から入力 

複製  ：マスター登録済みデータをベースに追加 

申請書からコピー：いま入力した申請書のデータを追加 

詳細エリアに入力したデ

ータを表エリアに反映し

ます。 
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・多くの場合、ＰＤＦファイルに保護がかかっていることが原因です。 

・保護のかかったＰＤＦは追記ができないため、審査済みスタンプを付与することがで

きません。審査済みスタンプが必要な場合は、お手数ですが保護を解除して申請して

ください。 
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☑ ☑  

☑  

☑
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［編集開始］をクリックして、ロックを解除してください。申請書の初期表示や保存後

はロックが掛かっています。
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差し替えた文書が保存されていないと思われます。［保存］をクリックすることで、［申

請］ボタンを押せるようになります。 

［申請書 PDF 作成］を実施することで［申請］ボタンを押せるようになります。 

計画書第一面～設計内容説明書の入力内容を変更して保存した場合、保存された内容

と、ファイル一覧に登録された省エネ適判計画書.pdf の内容が整合していない状態とな

ります。これを解消するため、本システムでは、申請前に［申請書 PDF 作成］を実行す

ることを求めています。 
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☑
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本申請前に事前補正を行った場合、本システムで

は、最終の補正で送信した文書が本申請の対象文書

として扱われます。 

例えば最終の補正で１ファイルしか送信しなかっ

た場合、本申請画面は右図のようになります。 

この場合は、当機関の操作により一旦事前補正段階

に戻す必要がありますので、チャットエリアよりそ

の旨を当機関にお知らせください。 
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Ａ ［編集開始］をクリックしてください。 

Ａ 申請後は編集に制限がかかりますので、当機関からの補正依頼連絡等をお待ちください。 

なお、［申請取消］を実行すると再度編集可能となります。［申請取消］は当機関が申請を受信

するまでの間、実行可能です。 

Ａ ［申請］の前に［保存］をクリックしてください。 

Ａ 本申請前に事前補正を行った場合、本システムでは、最終の補正で送信した文書が本申請の対

象文書として扱われます。 

例えば最終の補正で１ファイルしか送信しなかった場合、本申請画面には１ファイルしか表示

されません。この場合は、当機関の操作により一旦事前補正段階に戻す必要がありますので、

チャットエリアよりその旨を当機関にお知らせください。 

Ａ 利用者登録が完了した旨のお知らせメールに記載がありますのでご参照ください。お知らせメ

ールが見つからない場合は、社員管理権限をお持ちのユーザーに依頼し、［社員管理］メニュ

ーからご参照いただくことができます。 

Ａ ログイン画面の［パスワードをお忘れの方はこちら］からパスワードを再設定してください。 

Ａ メールアドレスの入力に誤りがあった可能性がありますので、当機関までお問合せください。 

Ａ 当機関での承認処理が完了後に届きます。承認処理には数日かかる場合がありますので、お急

ぎの際は当機関までお問い合わせください。 
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Ａ 申請状況は手続がどこまで進んでいるかを示す情報で、赤文字となっている場合はお客様の操

作待ちであることを示します。詳細は下掲「申請状況一覧」をご参照ください。

 


